
１．基本事項

２．事業実績

１　施設利用事業

２　相談事業

３　研修事業

収入 支出

３．評価

分類

実費負担収 395,000358,500

項目

29,118

前年度合計

指定期間

ふくし相談

1,034
1,016
1,026
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受講者数

事業者名
・社会福祉法人　川崎市社会福祉協議会
・会長　　佐藤　忠次
・中原区上小田中６－２２－５

　平成28年4月1日～平成33年3月31日

川崎市総合福祉センター

指定管理者制度活用事業　評価シート

平成３０年度

地域福祉担当課長

健康福祉局地域包括ケア推進室

評価者

所管課

施設名称

収
支
計
画
・
実
績

サービス向上の取組

前年度合計

利用実績

サービス改善やサービス向上のために事業者が行っている特別な（仕様書等にはない）取組は特になし。

利用可能件数 実利用件数

69.0%

ホール

5,591

72.3%

評価対象年度

72.7%

稼働率延べ利用人数

762
752

効率的・効果的
な支出

収入の確保

適切な金銭管
理・会計手続

（評価の理由）
「効率的・効果的な支出」では、外部委託契約については、経費の節減と業務の質の向上を目的として平成３０～３２年度の３年間の複数年契約で入
札する等により決定し、効率的な執行に努めていた。
「収入の確保」では、収支計画より１４３万円程の増額に加え、施設利用の目標稼働率の66.6%を上回る70.9%の稼働率であるため、収入の確保に努め
た点は評価できる。
「適切な金銭管理・会計手続」では、厚生労働省通知による「社会福祉法人会計基準」に適切に移行している。収支状況については、外部の税理士に
よる定期的なチェックも行われている。

1,008
1,031
1,034

829 358,520
75,666
5,575

4,358

546
663

和室

806

大会議室
第１会議室

656 212

専門相談事業

相談件数

第２会議室
第３会議室

5,141 3,529
6,149

受講者数

868
26

臨床心理士

合計

会議室・和室計
合計

121,794 68.6%

情報バンク
総合相談事業
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社会福祉施設等職員研修
受講者数実施回数

合計

162

弁護士 医師
54

前年度稼働率
80.7%
75.8%
75.8%
79.0%

115

82.2%

77.9%
65.3%

73.9%

事業計画

実施回数
その他地域福祉関係研修

71.2%

66.6%

35

53.2%

実施回数
地域福祉コーディネーター研修

70.9%
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51.6%5,844

受講者数
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受講者数
実施回数

収支実績

消費税

収支計画実績収支計画

2,964,200

32,188,750
実績

41,795,270
事業費

指定管理料
利用料金収入
その他収入

480,314

196,733,750

154,438,750 154,438,750

実施回数

32,141,251
事務費

9,682,000

収入合計 198,168,434

人件費

196,733,750

40,160,000 153,864,329

0

2,547,000
支出合計

8,447,759

197,417,539

152,316,000

評価点着眼点 配点

1,575,914

評価段階

4

（収支差額） 750,895

1,740,000

×2

8

8

8

計画に基づく適正な支出が行われているか

支出に見合う効果は得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

4
計画通りの収入が得られているか

×2 4
事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

収入増加のための具体的な取組が為されているか

金銭の管理を適切に行っているか

×2



４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

適
正
な
業
務
実
施

備品管理

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善 （評価の理由）

「適切なサービスの提供」では、かわさき福祉情報サイト「ふくみみ」の管理・運営において、相談件数が年々増加してきている助成金関係を、トップ
ページにバナーを設置しアクセスしやすいようにするなど、インターネットを活用した迅速な情報提供に努めた点は評価できる。また、おすすめ図書
コーナーを設置し、社会福祉・保健及び関連分野の情報提供に努めた点も評価できる。
「利用者への意見・要望への対応」では、意見箱の設置やホームページの意見募集欄など、様々な手段で意見・要望の聴取を行っている。また、苦情
受付の対応と体制を明示して、苦情の解決に努めている。意見・要望や苦情などへの対応も適切である。

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されている
か

組
織
管
理
体
制

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

●「地域福祉情報バンク事業」及び「社会福祉研修センター事業」は着実に事業を展開しており、かつその内容はきめ細かく行われており、評
価できる。
●「施設・設備の保守点検」については、老朽化による故障個所が多数あるなかで、安全な利用に支障をきたさないよう対応・管理を行ってお
り、評価できる。
●利用者からの意見要望等についても、概ね適切に対応しており、評価できる。

●これまで以上に各事業を適切に実施するとともに、より高い市民サービスとなるよう努力すること。
●計画的・効果的な支出及び利用者の増大に努めること。
●高齢者の利用も多いことから、引き続き、バリアフリー化など安全管理の徹底を図るとともに、利用者からの意見要望についても適切に対応
すること。

施設・設備の保
守管理

管理記録の整
備・保管

清掃業務

警備業務

連絡・連携体制 ×2

再委託管理

評価点合計 B

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となっ
ているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
し、定期的に情報交換等を行っているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体
制が整備され、適切な運用が為されているか

×1

×0.6

77

（評価の理由）
全ての項目について適正に実施されている。
「施設・設備の保守点検」については、経費節約のため軽微なもので職員が対応できるものは、極力自前で修理等をしている。また、外部業者への依
頼する分についても経費の削減に努めており、施設の老朽化や故障に対応し、安全な利用に支障をきたさないように、対応、管理を行っている点は評
価できる。
バリアフリーの推進に向けて、トイレの段差解消のためスロープを設置するなどの対応も行っている点は評価できる。

3
安全・安心への
取組

法令遵守

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか

4

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

（評価の理由）
「法令遵守」では、各種規程等が完全に整備され、管理・監督体制も適正に整備されている。

16

4

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

3

評価ランク

業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が行われて
いるか

×2 4

職員の労働条
件・労働環境

外構・植栽管理

環境負荷の軽
減

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

適切なサービ
スの提供

業務改善による
サービス向上

利用者の意見・
要望への対応

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができたか）

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

適正な人員配
置

1.6

6

4

4

4 8

×2

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

8

3

2.4

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監
視・確認が為されているか

8

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切
に実施しているか

×4

×2

×0.4環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明に必要な取
組が為されているか


